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教育ファームアンケート 調査結果 全体版 

 

 アンケート調査の実施 

(1) 調査設計 

1）調査目的 

食生活や食料消費の実態を把握することを目的とする。 

 

2）調査項目 

食事の状況、食事の内容、食事に関する意識 等 

 

3）調査方法 

 当社が保有する生活者市場予測システム[Mif]を活用し、ウェブアンケート

調査を行った。 

 上記のシステムに登録されている 30,000 人のモニターの中から、性別、年

齢、居住地域により割付を行ったうえで、アンケート調査を実施した。 

 

4）対象者の属性割付 

表 1 調査設計時アンケート対象者の属性割り付け 

 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～74歳 75歳～ 

男性 250名 250名 250名 250名 250名 250名 

 大都市 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

上記以外 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

女性 250名 250名 250名 250名 250名 250名※ 

 大都市 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

上記以外 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

※ 75 歳以上の女性は、回収数の確保が危ぶまれたものの、食生活に関しては

60～74歳とは切り分けて分析することに意味があると考え、割付を行った。 
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(2) 集計結果 

1）回答者の属性 

 

表 2 アンケート回答者の属性 

 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～74歳 75歳～ 

男性 250名 250名 250名 250名 250名 250名 

 大都市 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

上記以外 125名 125名 125名 125名 125名 125名 

女性 250名 250名 250名 250名 250名 89名※ 

 大都市 125名 125名 125名 125名 125名 41名 

上記以外 125名 125名 125名 125名 125名 48名 

※ 75 歳以上の女性は、調査設計当初より回収数の確保が危ぶまれていたもの

で、回収数は 89名に留まった。 

 

2）単純集計の結果 

問 31 

普段の意識や行動、状況について 

58.7%

81.3%

66.4%

29.6%

15.9%

43.8%

7.2%

10.0%

7.2%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

なるべく日本産のものを選んで食べる

食事はなるべく残さず食べる

野菜を多く食べるなど栄養バランスのとれた食事を心が

ける

住んでいる地域や自分の生まれ故郷ならではの食べ物

があることを知っている

住んでいる地域や自分の生まれ故郷ならではの食べ物

を日々の食卓に取り入れる

旬の食材（野菜、山菜、魚、調味料など）を日々の食卓

に取り入れる

地域の祭りの運営など、地域づくりを支える活動に参加

する

地域の祭りなどに客として参加する

子どもの学校などを通じて、近隣の人とのネットワーク

がある

その他、食事や農林漁業、地域のとのつながりに関わ

る意識、行動
N：2839

 

図 1 普段の意識や行動、状況について 

出典）MRI作成 
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問 32 

農林漁業についての学習経験 

13.5%

2.9%

6.3%

13.7%

3.1%

70.6%

0% 20% 40% 60% 80%

大学や高校の授業で学んだ

食や農林漁業関係のセミナー等に参加した

農林漁業者から話しを聞いたことがある

本を読んだり、インターネットで調べたことがある

その他の方法で学んだことがある

農林漁業について学んだことはない

N：2839
 

図 2 農林漁業についての学習経験 

出典）MRI作成 

 

問 33 

農林漁業について 

16.8%

9.9%

7.3%

9.2%

67.2%

0% 20% 40% 60% 80%

現在住んでいる地域は、どちらかというと農林漁業が

盛んである。

あなたは、農林漁業の盛んな地域に住んでいたことが

ある。

親や兄弟が農林漁業に従事していたことがある。

帰省先がある方について、帰省先（１年に１度以上）

は、どちらかというと農林漁業が盛んな地域である。

上記の中に当てはまるものはない

N：2839
 

図 3 農林漁業について 

出典）MRI作成 

 



4 

問 34 

農林漁業に関する体験活動への参加 

9.8%

3.0%

13.1%

8.0%

11.6%

3.0%

69.8%

0% 20% 40% 60% 80%

生産者と交流しながら田植え・稲刈り・野菜収穫などの

体験

体験農園・市民農園（農業者の指導あり）

家庭菜園・市民農園（農業者の指導なし）

収穫物を使った食・加工体験（餅つき、蕎麦打ち、炊

飯、汁物作り、味噌作り等）

観光農園等（果樹園等）での収穫体験

その他の農林漁業体験

農林漁業に関する体験活動に参加したことがない

N：2839
 

図 4 農林漁業に関する体験活動への参加 

出典）MRI作成 

 

問 35 

実際に農林漁業者の指導を受けながらの一連の農作業体験の有無 

ある
47.5%

ない
52.5%

N：856

 

図 5 実際に農林漁業者の指導を受けながらの一連の農作業体験の有無 

出典）MRI作成 
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問 36-1 

農林漁業の体験活動に参加することになった理由 

特に関心はなかっ

たが、友人・知人

などに誘われたか

ら
22.8%

会社や地域など

の行事で参加せ

ざるを得なかった

から
18.0%

子供が参加した

から
11.7%

農林水産業に関

心があったから
15.1%

日頃から国産の

米や野菜などを食

べていて、その生

産現場が知りた

かったから
10.4%

その他
22.1%

N：856

 

図 6 農林漁業の体験活動に参加することになった理由 

出典）MRI作成 

 

問 36-2 

農林漁業の体験活動に参加しない理由 

農林漁業の体験

活動があることを

知らなかった
9.7%

農林漁業体験活

動に関心がない
24.4%

農林漁業の体験

活動をどこで体験

できるのか知らな

かった
5.6%

これまで農林漁業

の体験活動をす

る機会がなかった
58.7%

その他
1.5%

N：1983

 

図 7 農林漁業の体験活動に参加しない理由 

出典）MRI作成 
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問 37 

農林漁業の体験活動への参加頻度 

年に5回以上
11.6%

年に3,4回程度
4.9%

年に2回程度
11.0%

年に1回程度
72.5%

N：856

 

図 8 農林漁業の体験活動への参加頻度 

出典）MRI作成 

 

問 38 

農林漁業の体験活動への参加年数 

5年以上前から続

けて参加
15.4%

2～4年以上前（5

年前未満）で続け

て参加
4.7%

最近（ここ2年以内

に）参加するよう

になった
7.9%

過去に参加してい

たが、現在は参加

していない
72.0%

N：856

 

図 9 農林漁業の体験活動への参加年数 

出典）MRI作成 
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問 39 

農林漁業の体験活動に参加したことをきっかけに、より強く意識するようにな

ったこと、機会が増加した行動、強まった状況 

38.4%

44.9%

41.5%

26.8%

21.5%

33.9%

7.5%

8.8%

5.4%

1.3%

33.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

なるべく日本産のものを選んで食べる

食事はなるべく残さず食べる

野菜を多く食べるなど栄養バランスのとれた食事を心

がける

住んでいる地域や自分の生まれ故郷ならではの食べ

物があることを知っている

住んでいる地域や自分の生まれ故郷ならではの食べ

物を日々の食卓に取り入れる

旬の食材（野菜、山菜、魚、調味料など）を日々の食卓

に取り入れる

地域の祭りの運営など、地域づくりを支える活動に参

加する

地域の祭りなどに客として参加する

子どもの学校などを通じて、近隣の人とのネットワーク

がある

その他、意識、行動の変化があった

特に意識、行動の変化はない

N：856
 

図 10 体験活動をきっかけに、より強く意識するようになったこと、機会が増

加した行動、強まった状況 

出典）MRI作成 
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問 40 

農業・農村が多面的な機能を生み出していることについて 

知っていた

35.9%

知らなかった

64.1%

N：2839

 

図 11 農業・農村が多面的な機能を生み出していることについて 

出典）MRI作成 
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問 41 

同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について 

常に日本産を選ん

で購入している（日

本産がなければ購

入しない）
83.9%

大体、日本産を購入

している（時々、外国

産のものを購入して

いる。）
5.3%

半分程度、日本産を

購入している（半分

程度、外国産を購入

している）
1.6%

時々、日本産を購入

することがある（大

体外国産のものを購

入している）
0.6%

常に外国産を選んで

購入している（外国

産のものがなければ

購入しない）
0.4%

国産、外国産を意識

して購入していない
8.3%

N：2839

 

図 12 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：米 

出典）MRI作成 

 

常に日本産を選

んで購入している

（日本産がなけれ

ば購入しない）
20.9%

大体、日本産を購

入している（時々、

外国産のものを購

入している。）
34.5%

半分程度、日本産

を購入している

（半分程度、外国

産を購入してい

る）
17.8%

時々、日本産を購

入することがある

（大体外国産のも

のを購入してい

る）
8.8%

常に外国産を選

んで購入している

（外国産のものが

なければ購入しな

い）
1.1% 国産、外国産を意

識して購入してい

ない
16.9%

N：2839
 

図 13 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：肉類 

出典）MRI作成 
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常に日本産を選

んで購入している

（日本産がなけれ

ば購入しない）
15.3%

大体、日本産を購

入している（時々、

外国産のものを購

入している。）
34.7%

半分程度、日本産

を購入している

（半分程度、外国

産を購入してい

る）
22.2%

時々、日本産を購

入することがある

（大体外国産のも

のを購入してい

る）
6.0%

常に外国産を選

んで購入している

（外国産のものが

なければ購入しな

い）
1.0%

国産、外国産を意

識して購入してい

ない
20.8%

N：2839

 

図 14 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：魚介類 

出典）MRI作成 

 

常に日本産を選

んで購入している

（日本産がなけれ

ば購入しない）
31.2%

大体、日本産を購

入している（時々、

外国産のものを購

入している。）
37.6%

半分程度、日本産

を購入している

（半分程度、外国

産を購入してい

る）
11.1%

時々、日本産を購

入することがある

（大体外国産のも

のを購入してい

る）
3.1%

常に外国産を選

んで購入している

（外国産のものが

なければ購入しな

い）
0.8%

国産、外国産を意

識して購入してい

ない
16.2%

N：2839

 

図 15 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：野菜 

出典）MRI作成 
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常に日本産を選

んで購入している

（日本産がなけれ

ば購入しない）
17.2%

大体、日本産を購

入している（時々、

外国産のものを購

入している。）
35.8%

半分程度、日本産

を購入している

（半分程度、外国

産を購入してい

る）
19.3%

時々、日本産を購

入することがある

（大体外国産のも

のを購入してい

る）
4.7%

常に外国産を選

んで購入している

（外国産のものが

なければ購入しな

い）
1.0%

国産、外国産を意

識して購入してい

ない
22.0%

N：2839

 

図 16 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：果物 

出典）MRI作成 
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問 42a 

日本産を選ぶ理由 

78.7%

26.1%

63.2%

4.5%

18.2%

14.8%

13.3%

32.8%

5.4%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

地元のものだから

国産のものを応援したい

価格が安い

その他

N：2592
 

図 17 日本産を選ぶ理由：米 

出典）MRI作成 

 

66.6%

17.3%

42.9%

4.0%

24.7%

14.2%

7.7%

28.0%

15.7%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

地元のものだから

国産のものを応援したい

価格が安い

その他

N：2328
 

図 18 日本産を選ぶ理由：肉類 

出典）MRI作成 
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62.5%

14.1%

36.1%

3.8%

38.7%

14.2%

9.5%

27.6%

12.7%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

地元のものだから

国産のものを応援したい

価格が安い

その他

N：2220
 

図 19 日本産を選ぶ理由：魚介類 

出典）MRI作成 

 

68.7%

22.2%

39.1%

5.8%

39.9%

14.0%

16.8%

30.6%

11.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

地元のものだから

国産のものを応援したい

価格が安い

その他

N：2356
 

図 20 日本産を選ぶ理由：野菜 

出典）MRI作成 
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66.6%

19.3%

42.9%

6.1%

34.3%

14.0%

10.6%

29.7%

10.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

地元のものだから

国産のものを応援したい

価格が安い

その他

N：2187
 

図 21 日本産を選ぶ理由：果物 

出典）MRI作成 
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問 42b 

外国産を選ぶ理由 

28.1%

11.8%

19.9%

7.2%

9.0%

5.9%

52.0%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

価格が安い

その他

N：221
 

図 22 外国産を選ぶ理由：米 

出典）MRI作成 

 

27.1%

6.7%

21.8%

2.4%

9.6%

4.9%

66.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

価格が安い

その他

N：1765
 

図 23 外国産を選ぶ理由：肉類 

出典）MRI作成 
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26.3%

6.2%

21.6%

3.9%

14.9%

5.4%

59.7%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

価格が安い

その他

N：1814
 

図 24 外国産を選ぶ理由：魚介類 

出典）MRI作成 

 

24.2%

8.4%

19.6%

3.7%

12.8%

5.5%

61.0%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

価格が安い

その他

N：1493
 

図 25 外国産を選ぶ理由：野菜 

出典）MRI作成 
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24.7%

7.8%

27.6%

5.0%

13.4%

6.2%

54.8%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

安全である

作っている人を信頼できる

おいしい

外見がよい

鮮度がよい

イメージが良い

価格が安い

その他

N：1726
 

図 26 外国産を選ぶ理由：果物 

出典）MRI作成 
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問 43 

食べ物を購入するとき、同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場

合の選択について 

日本産が５割高を

超える価格でも、

日本産を選ぶ
42.9%

日本産が３～５割

高までなら、日本

産を選ぶ
9.7%

日本産が２～３割

高までなら、日本

産を選ぶ
15.4%

日本産が１～２割

高までなら、日本

産を選ぶ
14.8%

日本産と外国産

の価格差が1割未

満ならば、日本産

を選ぶ
8.8%

日本産が外国産

よりも安いなら

ば、日本産を選ぶ
8.0%

日本産は選ばな

い
0.4%

N：2839

 

図 27 同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場合の選択につい

て：米 

出典）MRI作成 
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日本産が５割高を

超える価格でも、

日本産を選ぶ
13.5%

日本産が３～５割

高までなら、日本

産を選ぶ
10.6%

日本産が２～３割

高までなら、日本

産を選ぶ
20.1%

日本産が１～２割

高までなら、日本

産を選ぶ
21.7%

日本産と外国産

の価格差が1割未

満ならば、日本産

を選ぶ
15.6%

日本産が外国産

よりも安いなら

ば、日本産を選ぶ
17.0%

日本産は選ば

ない
1.5%

N：2839

 

図 28 同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場合の選択につい

て：肉類 

出典）MRI作成 

 

日本産が５割

高を超える価

格でも、日本

産を選ぶ
10.4%

日本産が３～５割

高までなら、日本

産を選ぶ
9.2%

日本産が２～３割

高までなら、日本

産を選ぶ
20.7%

日本産が１～２割

高までなら、日本

産を選ぶ
23.1%

日本産と外国産

の価格差が1割未

満ならば、日本産

を選ぶ
17.5%

日本産が外国産

よりも安いなら

ば、日本産を選ぶ
17.5%

日本産は選ば

ない
1.6%

N：2839

 

図 29 同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場合の選択につい

て：魚介類 

出典）MRI作成 
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日本産が５割高を

超える価格でも、

日本産を選ぶ
14.2%

日本産が３～５割

高までなら、日本

産を選ぶ
9.6%

日本産が２～３割

高までなら、日本

産を選ぶ
18.4%

日本産が１～２割

高までなら、日本

産を選ぶ
23.1%

日本産と外国産

の価格差が1割未

満ならば、日本産

を選ぶ
16.9%

日本産が外国産

よりも安いなら

ば、日本産を選ぶ
16.7%

日本産は選ばな

い
1.2%

N：2839

 

図 30 同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場合の選択につい

て：野菜 

出典）MRI作成 

 

日本産が５割高を

超える価格でも、

日本産を選ぶ
11.1%

日本産が３～５割

高までなら、日本

産を選ぶ
9.2%

日本産が２～３割

高までなら、日本

産を選ぶ
17.4%

日本産が１～２割

高までなら、日本

産を選ぶ
22.7%

日本産と外国産

の価格差が1割未

満ならば、日本産

を選ぶ
18.8%

日本産が外国産

よりも安いなら

ば、日本産を選ぶ
19.3%

日本産は選ば

ない
1.5%

N：2839

 

図 31同じ種類の食品で日本産と外国産の価格差があった場合の選択につい

て：果物 

出典）MRI作成 
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問 44 

スーパーやコンビニでお弁当やお総菜などの調理済み食品を購入するとき、同

じ価格で、日本産原材料が使用されていることが強調されているものと、特に

表示のないもので迷った場合の購入について 

日本産原材料が

使用されているこ

とが強調されてい

る食品を購入する
53.9%

特に表示がない

食品を購入する
6.3%

特に意識しないで

購入する
39.8%

N：2839

 

図 32 調理済み食品を購入するとき、同じ価格で、日本産原材料が使用されて

いることが強調されているものと、特に表示のないもので迷った場合の購入に

ついて 

出典）MRI作成 
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問 45 

外食をするときに、同じ価格帯で、日本産や日本国内の特定の地域の原材料が

使用されていることが強調されている店と、特に原材料の産地を強調していな

い店で迷った場合の選択について 

日本産原材料が

使用されているこ

とが強調されてい

る店を選ぶ
47.3%

特に原材料の産

地を強調していな

い店を選ぶ
6.4%

特に意識しないで

店を選ぶ
46.3%

N：2839

 

図 33 日本産や日本国内の特定の地域の原材料が使用されていることが強調

されている店と、特に原材料の産地を強調していない店で迷った場合の選択に

ついて 

出典）MRI作成 
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問 46 

現在の日本の食料自給率は、カロリーベースで先進諸外国の中でも最低水準で

あることについて 

知っている
55.5%

知らない
44.5%

N：2839

 

図 34 現在の日本の食料自給率は、カロリーベースで先進諸外国の中でも最低

水準であることについて 

出典）MRI作成 
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3）農作業体験の有無（問 35）による性別・年代別のクロス集計 

問 35 

実際に農林漁業者の指導を受けながらの一連の農作業体験の有無 

52.6%

60.7%

45.2%

47.4%

39.3%

54.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=856)

ある(N=407)

ない(N=449)

男性 女性
 

図 35 普段の意識や行動、状況について（性別） 

出典）MRI作成 

 

15.9%

19.2%

12.9%

16.2%

14.5%

17.8%

16.1%

15.2%

16.9%

18.1%

16.0%

20.0%

18.7%

15.5%

21.6%

15.0%

19.7%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=856)

ある(N=407)

ない(N=449)

20代 30代 40代 50才以上65才未満 65才以上75才未満 75才以上
 

図 36 普段の意識や行動、状況について（年代別） 

出典）MRI作成 
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4）農作業体験の有無（問 35）によるクロス集計の結果 

問 31 

普段の意識や行動、状況について 

 

図 37 普段の意識や行動、状況について 

出典）MRI作成 

 

問 32 

農林漁業についての学習経験 

 

図 38 林漁業についての学習経験 

出典）MRI作成 
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問 33 

農林漁業について 

 

図 39 農林漁業について 

出典）MRI作成 

 

問 34 

農林漁業に関する体験活動への参加 

 

図 40 農林漁業に関する体験活動への参加 

出典）MRI作成 
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問 36-1 

農林漁業の体験活動に参加することになった理由 

 

図 41 農林漁業の体験活動に参加することになった理由 

出典）MRI作成 

 

問 37 

農林漁業の体験活動への参加頻度 

 

図 42 農林漁業の体験活動への参加頻度 

出典）MRI作成 

 

問 38 

農林漁業の体験活動への参加年数 

 

図 43 農林漁業の体験活動への参加年数 

出典）MRI作成 
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問 39 

農林漁業の体験活動に参加したことをきっかけに、より強く意識するようにな

ったこと、機会が増加した行動、強まった状況 

 

図 44 体験活動をきっかけに、より強く意識するようになったこと、機会が増

加した行動、強まった状況 

出典）MRI作成 

 

問 40 

農業・農村が多面的な機能を生み出していることについて 

 

図 45 農業・農村が多面的な機能を生み出していることについて 

出典）MRI作成 
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問 41 

同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について 

 

図 46 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：米 

出典）MRI作成 

 

 

図 47 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：肉類 

出典）MRI作成 

 

 

図 48 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：魚介類 

出典）MRI作成 

 

 

図 49 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：野菜 

出典）MRI作成 
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図 50 同じ種類の食べ物で日本産と外国産がある場合の購入について：果物 

出典）MRI作成 

 

問 42a 

日本産を選ぶ理由 

 

図 51 日本産を選ぶ理由：米 

出典）MRI作成 
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図 52 日本産を選ぶ理由：肉類 

出典）MRI作成 

 

 

図 53 日本産を選ぶ理由：魚介類 

出典）MRI作成 

 

 



32 

 

 

図 54 日本産を選ぶ理由：野菜 

出典）MRI作成 

 

 

図 55 日本産を選ぶ理由：果物 

出典）MRI作成 

 


